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氏　　名　株式会社タイタス・コミュニケーションズ

代表取締役  リー・エイ・ダニエルズ

  電気通信審議会議事規則第５条の２及び接続に関する議事手続細則第２条の規定により、平成１２年５月２５日付け郵通議第３０１５号で公告された郵政省令案に関し、別紙のとおり意見を提出します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（別紙）

電気通信事業法施行規則の一部改正案に対する意見等について

弊社は、指定電気通信設備との接続に関して、いわゆるコロケーションの利用条件や手続きがルールとして規定され、東・西ＮＴＴの接続約款に定めるよう義務付けられることを歓迎いたします。    

1． コロケーションに関する手続きについて

  コロケーションに関する手続きが明確になり、指定電気通信設備への円滑な接続が促進されるものと考えます。特に、接続事業者による工事および保守が可能になること、およびコロケーション請求に係わる建物への立ち入りが可能となることを歓迎いたします。

2． コロケーションの請求からその実現までに要する標準的期間について

  標準的期間が定められることにより従来と比較し、コロケーションの請求からその実現までの期間が短縮されるものと期待いたします。

3． コロケーションの工事・保守に係わる接続事業者の負担金額について

工事・保守に係わる金額の透明化が図られるものと考えます。しかしながら、指定電気通信事業者が設定している現状の作業単金の金額は高額であるため、作業単金が適切な金額に改定されない限り、接続事業者の負担金額の低廉化にはならないと考えます。

  本制度改正が実施されれば、コロケーションの利用条件や手続きが明確になり円滑なコロケーションが実現されるものと期待します。しかし、接続約款に記載される内容およびその運用に関しては、東・西ＮＴＴの自主性に任されているものと考えます。ルールの運用後一定の期間をおいて再度、意見聴取が実施され、指定電気通信事業者による自主的な改善が見られない場合には、さらなるルールの見直等の処置が実施されることを要望致します。
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